
　　　　　　　　後藤教育分室長、高橋市民課長、竹村税務課長、仙北保健センタ－武藤副主幹

　　　　　　　　熊谷地域振興課長、同田口副主幹、同池田主事、同熊谷主事、同進藤事務員

７．発言の内容

　　　　　　　　千葉嗣助、原松男、茂木保治、池田佐喜男、黒沢三郎、小林千歳、佐藤力哉

　　　　　　　　竹村正資、進藤勇吉、戸沢龍悦

　　　　　　　　　　　　（委員１７名の出席、欠席１名）

(仙北総合支所)：藤肥支所長、川越次長、佐々木総務課長、佐藤土木課長、鈴木農林課長

５．傍聴人の数

　　　　　０人

６．出席したものの氏名

　　　　　委員：池田武、熊谷政子、小松田有佳、小柳都、佐々木忠雄、佐藤昇、進藤豊和

３．開催日時

　　　　　平成１７年１１月３０日（水）午後７時から

４．開催場所

　　　　　仙北総合支所第３会議室

　　　　　④体育館新築について（公開）

　　　　　⑤スキ－場リフト券の小．中学校の無料化について（公開）

　　（２）その他

　　　　　①柵の湯運営委員会について（公開）

　　（１）「自主的に審議する事項」（提案事項）に係る協議について（公開）

　　　　　①一時保育について（公開）

　　　　　②「わくわく広場」について（公開）

　　　　　③仙北ふれあい公園整備事業について（公開）

会　　　　議　　　　録

１．会議名

　　　第３回仙北地域協議会

２．議題（公開．非公開の別）
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地域振興課長 【開会】

　第３回仙北地域協議会の開会を宣言

会長 【会長あいさつ】

　仕事でお疲れのところ、また夜分遅くお集まりをいただきまして有り難うございます。

第三回の仙北地域協議会となりました。今日から各委員からの議案を提案いただいて

協議することとなっております。

　時間も一応９時頃をめどとして会議を行いたいと思いますのでスム－ズに進行する

ようご協力をお願いいたしたいと思います。

総合支所長 【総合支所長あいさつ】

　夜間の開催、しかも悪天候のところお集まりをいただきまして本当にありがとうご

ざいます。今日は前回皆様方から提案いただきましたことについて審議頂くわけです

けれども宜しくお願い申し上げます。

　この場を借りまして２点ばかり、ご報告とお願いを申し上げたいと思います。市長

者会見で申し上げておりますけれども、平成１８年度では各総合支所で独自に使用で

きる総合支所枠、予算規模では大曲支所は人口が多いと言うことで１千万円、そのほ

かの総合支所は５百万の予算措置をして、地域の特色のある事業に使ってもらいたい

ということで今、予算を検討中でございます。使途、使い道でございますが、各課ご

とにもいろいろな検討をしておりますけれども、この際ぜひとも委員の方々からも、

ご提案いただければ幸いでございます。それについては後ほど地域振興課長のほうか

らもお話があると思いますので、是非とも地域の特色のあるような事業にいたしたい

と思いますので宜しくお願いいたします。

　それから４月からでございますけれども、今、大曲の広域交流センタ－に入ってお

ります介護保険事務所、大仙市と美郷町、仙北市、大曲市仙北郡が全部入っておりま

す、この介護保険事務所の所在地を市長の方より、この仙北庁舎に置きたいという話

がありまして、その方向で現在、内部的に作業をすすめております。２３日に行われ

ました、首都圏仙北町ふるさと会でも市長から介護保険事務所を仙北庁舎に置くとい

うお話がありましたので、ご連絡を申し上げておきます。又ふるさと会の出席者も

１３０名ほどあり盛大におこなわれましたことを報告申し上げましてよろしくお願い

いたします。今日は大変ご苦労さまです、宜しくお願いいたします。

佐藤会長 　それでは、会議録署名につきましては、佐々木忠雄委員、池田佐喜男委員にお願い

いたします。

　つづいて議事に入ります。議事に入る前に、今日の出席者の確認ですけれども、大

澤隆夫委員から欠席の連絡を受けております。

　それでは、議事のほうに入ります。

（１）自主的に審議する事項について、今回は５つの提案事項がございます。それで

は１番目の一時保育についての提案をしていただきます。

それでは、一時保育について小松田委員より提案をしていただきます。

小松田委員 　私は、母親クラブの代表として参加させていただいておりますので、子育て中のお

父さんお母さん方の手助けすることが一番の仕事かと思いまして、提案させていただ

きました。一時保育というのは、保育園においてまだ保育園に入っていない子供に対

し親が用事などで見れない時に預けることが出来る事業ですが、仙北南保育園で行わ

れております。

　だだ実際のところ園舎が新しくなりまして、新しい子供たちがたくさん入園したこ

とにより、これまでは一時保育担当の保育士というのがおりまして対応できましたが、

今は子育て支援の担当の先生が一時保育と兼務している状態だった。それで実際親が

用事があって頼みたいと言っても、保育園側の方で、この日は職員が足りなくてお預
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かり出来ませんとか、その状況が結構多くなってきて、何曜日と何曜日以外はムリで

すと断られる人が私も含み結構聞いております。保育園の予定に合わせて子供を預け

るものでもないので、都合の悪い時に預けたい訳ですので、その辺が利用者にとって

利用したいときに利用できる一時保育であってほしいと思うんですけれども、何分子

供のことですから、保育士の人数が足りなければ、その辺は難しいと思うが、子供が

新しい園舎に移ったときも７人入園しても職員を増やさずに対応していると言う話し

でしたので、職員は採用できなくてもパ－トや子育てサポ－タを利用するとかして、

一時保育を利用しやすいようにするとか手だてがないものかと思い提案させていただ

きました。

　あと、一時保育の手続きがあります、役所の仕事ですので、書類を提出して申込み

するんですけれども、記入用紙が毎回、家族欄から家族の職業まで書かなくてはいけ

ない訳ですが、それが月に２回預けるとすると１ヶ月のうちに同じことを何回も書か

なければいけないので、登録するときに出して、変更ある以外は毎回ださなくても、

最低限の記入で終わるように簡素化できないものか、利用する方として思いましたの

で提案させていただきました。

佐藤会長 　この件について事務局のほうから状況等について説明をお願いします。

市民課長 　ただ今の一時保育につきましては、小松田委員の言うとおりです。対応できなくて

南保育園等でお断りすることがありました。

　この一時保育事業につきましては、大仙市内すべての保育園で実施しておりますの

で、仙北南保育園が、利用できない場合は近隣の保育園を利用いただきたいと思いま

す。

　また申請書については、一時保育の利用時に家族の状況等を把握して利用決定をし

ておるものでございます、ご理解をいただきたいと思います。

　ただ、小松田委員がお話したとおりに、何回も利用される方は、その都度同じこと

を書くとなると大変なことだと思いますので、保育園とも協議をいたしまして運用で

対応してまいりたいと思います。

　あと、職員の増員等については、現状で対応してまいりたいと言うことですのでご

理解を願いたいと思います。

佐藤会長 　いま事務局のほうから、近隣の保育園等を利用いただく方法もあるので、お願いし

たいと言うことです。それから資料の方について。

市民課長 【資料に基づき説明】

佐藤会長 　南保育園は私たちからすれば、近くで利便性が良いと考える訳ですけれども、他の

保育園を利用するとなると、距離的に弊害があると思いますが、小松田委員いかがで

しょう。

小松田委員 　大曲地区で近い場所があると思いますので、例えば保育園に電話を入れて、お願い

したいと言う場合にこの日はチョット都合が悪くてすみませんができませんという返

事をいただいたと聞きました。その時に、一言大曲の保育園も一時保育を行っていま

すので、別の保育園で利用できますと言うことを一言添えないと、知らない人が多い

のではないかと思います。

　そのために、一時保育をあきらめたと言う話しも聞きますので、そのような方法も

あると言うことをアピールしていただけたらと思います。

佐藤会長 　保育園の職員のサ－ビスが足りないと言うことだと思います。

　 　行政の方でもっとアピ－ルしていただければ利用が増えるということだと思います
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が、いかがでしょう。

市民課長 　説明において、舌足らずな面もあったことをお詫び申しあげます。

　保育園にも、このような話しがあったと言うことを伝えておきますので、そのよう

なことのないようにいたしたいと思います。

佐藤会長 　はい、池田委員。

池田(佐)委員 　この保育園の一覧表の中に仙北北保育園が載っていますが。

市民課長 　北保育園については、ただいま休止の届けをしております。

茂木委員 　だとすれば、休止と書くべきではないか。

市民課長 　条例上はまだ、現存していますのでご理解をいだきたい。

茂木委員 　その都度、申請書を書かせるでなくカ－ドでやることはできないのか。

市民課長 　家族の状況等が変わることもあるので、その状況を見て決定することとなります。

　利用者にしてみれば、同じことを何回もと言うことだろうかと思いますが、条例、

規則の運用で対応して参りたいと思いますのでご理解をいただきたいと思います。

茂木委員 　理解はわかりますけれども、簡素化できるものは簡素化していかなければ住民の

サ－ビスの向上はありえないと思いますので、簡素化していただきたい。

　また、近隣保育園を利用すれば良いと言うこともわかりますけれども、親にすれば

時間的なこともあるし地元の保育園に入れるようなことは出来ないのかなぁと言うこ

とと、もっと利用しやすい方法を考えてもらえないかと思いますが。

市民課長 　この一時保育事業については、全市が同じ様式で行っておりますので、本庁の児童

家庭課の方にも伝えて参りたいと思いますので宜しくお願いいたします。

佐藤会長 　事務局のほうから簡素化に対応すると言うことですので、対応の仕方を見守ってい

きたいと思います。

池田(佐)委員 　今、小松田委員さんから提案されまして、茂木委員さんからも言われましたけれど

も、大仙市合併したとは言いながらも、できれば、将来はわかりませんけれども、今

のところは、まだ旧仙北町は仙北地域に入れたいと思うのが心情だと思います。

　出来るだけ、一時保育であっても南保育園で出来る体制をとれれば一番いい訳です

が、ただ人員的に難しいとすれば、他で受け入れられるところがあれば、そちらの方

が職員の人数が多いのかもしれませんけれども、ここの保育園の職員数と他の保育園

の職員数を比較して、南保育園の方が充実していないとなれば、他の方と合わせるよ

うに充実させるように要望するようにして、地域の住民の要望は受けるようにして頂

きたいと思います。

佐藤会長 　職員を増やしてほしいというような意見もありました、事務局の方として職員を増

やすとか、パートを雇うとか将来的には職員を採用するとかあるものですか。

市民課長 　仙北南保育園の今の職員体制は園長１人、保育士９人、栄養士１人、保育の嘱託２

人、調理２人、用務１人、臨時職員保育７人、パ－ト職員１人の計２４人で運営して

おります。
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　採用する、しないについては本庁の児童家庭課の方でございますので、支所といた

しましては答弁できる立場でございませんので宜しくお願いいたします。

小林委員 　預かる場所はあっても、人がいないと言うことでしょうか。

佐藤会長 　小松田委員の提案については、人が不足しているため対応が難しいと言うことだろ

うと思いますけれども、住民に喜ばれるようなサ－ビスが出来ないからこのような提

案が出たと思いますが。

小林委員 　子育てサポ－トを利用してと言うことも提案していますが、その方たちは県からの

お金でやっている方たちですか。

市民課長 　子育てサポ－ター事業については、明確なことは理解しておりません。ただ、本庁

の考え方としては、今いる人員での対応を考えておると言うことです。

茂木委員 　だとすれば、お断りしてくださいと言うことか。

市民課長 　近隣でも同じ一時保育を行っておりますので、有効的活用を行っていただきたいと

言うことです。

茂木委員 　何かこちらの方で聞いていると逃げているようにしか聞こえないが。前向きな答弁

を聞きたい。

市民課長 　私共の答弁といたしましては、明確な回答が出せればいい訳ですが、現状では本庁

に今の意見をお聞きしまして、上の方に申し述べていくと言うことになろうかと思い

ます。

佐藤会長 　ここの権限をこえるようなこともあろうかと思いますが、ただ事務局の方から書式

等については、やれることについては、やると言うことですのですし、またこのよう

なことがいかに出来るかと言うことを期待して次の議事に移りたいと思いますが、よ

ろしんですか。

佐々木委員 　今まで聞いた話だと、地域の保育園でなくても他の保育園に預かることが出来ると

言うことでしたけれども、そのようなことを新市になってから伝えていますか。もし

伝えていないとすれば住民に広報等で知らせるべきではないですか。

進藤(豊)委員 　今の話しを聞くと取りあえず人手が足りないということですので、何人足りないの

か、又どれぐらいお断りしているのか、実際に足りないとするならば要望してあるべ

きであると思いますが、そのためのデ－タが必要であると思います。それに基づいて

要望を提出したらどうか。

市民課長 　はっきりした人数はつかまえておりませんが、保育園に聞いたところによると５～

６回と聞いております。

佐藤会長 　その件について、次回まで年間どのくらいの一時保育があって、何回ぐらい断って

いるか報告していただきたいと思います。

佐藤会長 　つづきまして、次の議題に入りたいと思います。

　わくわく広場について、小松田委員お願いします。
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小松田委員 　わくわく広場と言うのは、保育園にはいる前の子供が親子で集まって、そこに保育

士さんがいて、遊びをしたり、情報交換をしたりする事業です。数年前にはなかった

事業で、利用者からは非常に喜ばれている事業です。去年までは週に１回であったが

利用者が多くなり又０才児と１．２才児を２グル－プに分けた隔週になってしまいま

した。

　保育園としては毎週おこなっていますが、参加するほうにしてみれば毎週から隔週

になってしまい残念がる声が聞こえます。

　町で子供たちを遊ばせるために、この町はあまり公園もありませんし、公民館とい

ってもフリ－で遊ばせる部屋もないので、入園前の子供や親が集まって交流を図れる

という場が、このわくわく広場です。それが回数が減ってしまい残念です。保育士の

人数なども関係してくると思いますが、よい方向にもっていくことが出来ないか提案

いたしました。

佐藤会長 　また、職員の人数に関わることですが事務局の状況説明をお願いします。

市民課長 　わくわく広場事業につきましては、子育て支援センタ－の事業として、平成１６年

度は月２回のペ－スで北保育園を会場に実施しています。本年度は４月２０日から６

月までは週１回のペ－スで仙北北保育園を会場に実施しており、７月からは新築にな

りました南保育園で実施しております。参加者は増加傾向にもあり、０才児が親子で

４０名、１．２才児が親子で６４名で人数が多くなったのも一因ですが０才児と２才

児では、子供の動きや遊びの内容も違いますので０才児と１．２才児のグル－プに分

けて各グル－プを隔週で実施している状況ですのでご理解をいただきたい。

　それとは別に毎週金曜日には育児サ－クルの自主的な活動といたしまして、子育て

支援室を皆さんの情報交換や子育ての喜びを分かち合い、親子でふれあう場として解

放しておりますのでご利用いただきたいと思います。

佐藤会長 　毎週が隔週に変わったということですけれども、子育て支援室を解放していること

で対応していきたいと言うことですが如何でしょう。

小松田委員 　育児サ－クルのことはわらなかったので、そのようなことをやっていると言うこと

を市民に伝わるようなかたちにしていただければいいなと思います。

佐藤会長 　資料にもありますけれどもお知らせの方に載っているみたいですので、広報に目を

通すか通さないかは色々あるとおもいますが、このような方法でお知らせしていると

いうことです。

　ほかに、ありませんか。

　次に、仙北ふれあい公園整備事業について、これも小松田委員の方からお願いしま

す。

小松田委員 　１回目の会議の時に仙北ふれあい公園というのがありましたけれど、詳しい内容が

特になかったので子供たちが遊べる遊具がある公園なのか、休憩なんか出来る公園な

のかわからなかったのでお聞かせ頂きたいと言うことと、希望として、この町にはあ

まり公園というものはないようですが、こちらに住むようになって、６．７年前でし

ょうか、町内に２．３台の遊具を数カ所に設置しましたが、子供たちが遊んでいる姿

をあまり見かけたことがありません。

　一カ所に集めて公園を作った方が子供や親達も喜ぶのではないか、又緑を取り入れ

た公園を計画して欲しいと思い提案しました。

佐藤会長 　小松田委員の方から、もう少し使いでのある公園と言うことの要望です。

　これについて、事務局の方から説明をお願いします。
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土木課長 　４月から合併に伴いまして、公園事業については土木課の方になったものでござい

ます。

　この事業につきましては、大仙市が都市計画事業で整備を実施しております、仙北

ふれあい公園は市町村合併の前に旧仙北町が公園整備事業としまして平成１６年度に

採択された公園であります。地域住民のスポ－ツ、レクリエ－ション、憩いの場を提

供する公園として、平成１６年の９月に制定されたものであります。

　ふれあい文化センタ－、図書館、スポ－ツ施設には、野球場、テニスコ－ト、健康

広場などがある中で、４．７haの区域がございます、その他に新たに２．７haの広場

を設置したいと言うことで野球場の照明、イベント広場、公園広場と言うことで整備

を進めております。遊具等については計画されていませんけれども、緑ある生活とス

ポ－ツ施設、文化施設を一体化して整備を進めているところです。

佐藤会長 　完成はいつ頃になるか。

土木課長 　計画では７年計画で２２年の完成をめざしています。

地域振興課長 　遊具の件についてでございますけれども、各遊園地に遊具等を設置いたしておりま

した、それにつきましては平成１１年に補助事業として行った事業でございます。集

落内にある公園につきましては、各集落会が管理をお願いすると言うことで整備をし

た経緯がございますので、集落内において皆さんが管理をすると言うこともなかなか

難しいと思いますけれども、集落内において、使いやすいように管理をしていただけ

れば幸いと思っております。

佐藤会長 　遊具で怪我をするようなことが報道されていますが、保険などについては大丈夫で

しょうか。

地域振興課長 　保険については、加入してございます。ただ保険に加入していれば良いと言う問題

でもございませんので保守点検については十分に気をつけてまいりたいと思います。

佐藤会長 　この件について何かございませんか。

茂木委員 　仙北地区でどの程度の公園があるか。

地域振興課長 　一般公園としましては、４カ所と農村公園が３カ所と児童公園が６カ所となってお

ります。

茂木委員 　地域に管理を任せている公園については、市として何らかの対応をしているのか。

地域振興課長 　直接的にございませんが、地域で何らかの要望なりがあれば、ご相談の上、対応し

てまいりたいと思います。

茂木委員 　要望があれば、対応するということですか。

地域振興課長 　市としてすぐに出来ることと出来ないことがあろうかと思いますが、できうる限り

対応して参りたいと考ております。

佐藤会長 　機会がありましたら、地域内の公園がわかるものがあればいいなと思いました。遊

具についても保守点検をして、まずいものは撤去していただくようにしてもらいたい

と思います。
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　ほかに、ありませんか。ございますか。

千葉委員 　小松田委員の方から標題は、ふれあい公園となっておりすけれども、言おうとして

いるところは、遊具の問題で、あちこちにあるんだからと言うことではないか。話し

が全然ちがうのではないか。事務局からの説明については、ふれあい公園はそれでい

いですが、言うなれば保険だとかで遊具の方に重点がいっている、提案のポイントが

ずれているのではないか。そうした場合に、私たち委員と事務局とのやりとりだけで

なく、委員同士の意見交換を取り入れてもらわないと、これから採決していくと言う

課題がでてくればいろいろ問題が出てくると思います。３回目となりましたので、２

回までは一問一答なんです。

　さっきの保育園の問題もつめていけば市長に要望するかどうかと言うことになると

思うが、意見を一致させるか、どうかまで進めなければ、将来の地域協議会のあり方

に影響が出てくると思います。できれば、最後に話ししょうかと思いましたが、ちょ

うどいい機会と思い発言させていただきました。委員同士の意見交換を取り入れない

と、採決のとき困るのではないか。

佐藤会長 　議事の問題で、事務局の方から現状の説明していただいて、委員からは挙手してい

ただき、小松田さんに賛成ですと言うような意見を、その場で頂ければ会議が成立す

るのではと思いますが。

千葉委員 　わたしは、違うんです。

　３回目となりましたので、２回までは一問一答なんです。３回目も４回目もなって

くると今までの一問一答ではうまくないと言っているのです。

佐藤会長 　ですから会のもちかたは、委員どうしの意見でも差し支えないということですが。

　千葉委員の方から意見があれば、それに対して私は賛成だとか、反対だとか、もっ

とこのようにした方が良いのではないかとかあれば自由に意見を述べてもらいたいと

言うことです。

千葉委員 　今、私が言ったのは、課題はふれあい公園でしょ。ほとんどが遊具の保険のことで

すので課題がすり替ていると思いますが。その様な進め方をしていくと、全体の意見

を上げてやらなければならない時に、予算がないからとかでなく、意見交換して事務

局がどう言っても市長の方に要望を出すと言う結論だってあると思います。

佐藤会長 　だから、委員の意見を述べてもらいたいと言っているのです。

千葉委員 　でも、会長がすぐ事務局の方に意見を求めるので言っているのです。

茂木委員 　会長は事務局の方を向いて仕事しているのか。

　今日の会議の中味と言うのは、逸脱している。委員から手をあげて、事務局から応

える、その様やり方ではうまくないと言っているのであって、委員たちが意見交換を

して実際に要望をあげてもいのか、どうかを詰めて結論を出していくのが千葉委員の

言っていることだと思うが。

千葉委員 　私もそのように思います。

佐藤会長 　どうしても、行政の中味まではわらない点があるから、それででした。

戸沢委員 　場合によっては、この委員同士の話しあいの場をつくるのは、会長の判断だと思う
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が。

佐藤会長 　委員に対して、いかがですかと聞いたのであって、事務局側の方にも意見があるだ

ろうし、私も誰々さんの意見に賛成ですよと言うこともありますし、いろいろな意見

を述べていただきたいと思います。

千葉委員 　本当は、小松田委員の提案に対して理解してくださいで終わってしまったんです。

　この２つの問題は書くにも大変時間がかかったと思います。理解してくださいで終

わってしまうと言うことは、この地域協議会の意義が問われると思います。非常に疑

問に思います。

佐藤会長 　意見として私は問いますよと言うことも出来ると思いますので会議ですので、いろ

いろな意見が出てきますから、加味して会議を進めていきたいと思います。

千葉委員 　漠然と話ししましたので、まずわかりました。

佐藤会長 　よろしいですか。それでは提案の４の体育館新築について進藤委員よりご説明願い

ます。

進藤(豊)委員 　合併前に、仙北町体育館施設検討委員会というのが、前町長の諮問により、スポ－

ツ関係なり行政に携わっている方々で検討してまいりました。

　その中で、現存の体育館が非常に老朽化して、どうにかしてもらいたいと言うこと

が原点にありましたけれども、合併を踏まえた中で、当地区の立地条件を考えた場合

に、大仙市８地区を考えた場合に総合体育館というものがないという状況です。いろ

いろな大会、イべントをもってくるにしても場所もないし、できれば観覧席付きの総

合体育館を是非仙北地区に造りたいと言うような話し合いで進んでまいりました。

　大曲で一番大きな体育館がありますけれども、駐車場がなくて土日開催以外は使う

ことができないし、また協和地域や西仙北地域でも体育館建設しましたけれども、普

通の体育館で観覧席もないし地域の人達が体力づくりのために使うような施設です。

仙北地区の場合はふれあい文化センタ－もありますし、大曲駅からも近いし、バイパ

スからも近いと言うことで非常に良いのでないかと、どうせ建てるのであれば、でき

れば大仙市を代表する、委員会の中では県立体育館に匹敵する体育館と言う話しまで

出ましたけれども２月に合併前ぎりぎでしたけれども、仙北町の規模として、これぐ

らいの規模の体育館ですよと言うことで図面等が提示されました。それを基にして最

低でもその程度の体育館が出来るのかなと考えおりましたが見てみますと、元体育館

と同じような体育館を建設すると言うことのようです。

　千葉委員さんからも、先ほどお話がありましたけれども、そこら辺のところを皆

さんと話し合って、てきれば再度、構想を考え直してもらうように市の方に提案を

していただきたい。

　内容については事務局の方で詳しくわかっていると思いますので説明していただき

ながら、宜しくお願いいたしたいと思います。進行中の事業で時間がございませんの

で、その辺を含め宜しくお願いしたい。

佐藤会長 　今、進藤委員から体育館新築について提案してもらいました。

　委員の中で解らない方もいらっしゃると思いますので事務局より説明をお願いいた

します。

地域振興課長 　都市計画の中の体育館建設計画ですが、これにつきましては合併前には企画課の方

で担当してございましたので、現在は土木課で担当していますが、当時私の担当でご

ざいましたので経緯につきまして私の方から説明いたしたいと思います。
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　現存の体育館が非常に老朽化して、新しい体育館の必要性から現在の計画をすすめ

てまいりました。平成の１５年度に計画がでてきたわけですけれども、その中で町長

の諮問機関として、今お話に有りましたとおり、各分野の方々からのご意見を伺いた

く委員会を設置したものです。第１回目の会議の中で委員の方々から、どの様な体育

館がいいか、自由闊達にお話を伺った中で、県立体育館のような体育館がほしい、サ

ブ体育館を付けたような体育館がほしいという意見がだされたことは伺っております。

　計画を進めていく中で、私、平成１６年度から企画課に来まして担当になったわけ

ですけれども、その時点でどの事業を採択するかと言うこともハッキリ決まっていな

い状況でしたが、都市計画事業の中で体育館建設を進めた方がいいのではないかと言

うことで、１年間かかって事業の採択をいただいたものです。その中で、計画書

の中にございますけれども、当初の計画といたしましては、ふれあい文化センタ－、

野球場テニスコ－ト等を含めた都市計画区域として指定してございます。この面積は

７．４haでございます。この様な計画で進めてまいりたいと言うことで行ってまいり

ました。

　当初の計画といたしましては、１６年度から２２年度までの計画と言うことで事業

認可をいただいております。次に事業費については、作るからには大きい体育館の建

設も考えた訳でございますけれども、認可をいただく段階で当時仙北町ですが、それ

相応の財源が必要であることから、財政規模にあった体育館の建設また、都市計画区

域の建ぺい率の関係等により、当初の計画となったということであります。その体育

館の建設面積が資料の通りということであります。これについても、体育館の実施設

計を行っている訳でございませんし、あくまでも計画として進めてきたということで

す。合併後についてでございますけれども、合併後に１番問題になったのは、財源が

非常にかかるということと隣接地域との均衡をかんがえた場合、市長と相談の上、こ

の事業ばかりではございませんけれども、合併前の総合計画を財政が厳しい状況の中

で、事業の見直しが必要であると言うことから、検討が必要であると言うことになり

ました。考え方としましては、地区体育館との考え方で整備を進めて参りたいと言う

ことであります。変更後の計画については別紙資料のとおりでございます。この様な

形ど現在計画を進めているところであります。これにつきましても確定したというも

のではございませんのでよろしくお願いいたしたいと思います。話しの中で総合体育

館と言うような話しがありましたけれども、もし総合体育館だとするならば、地域協

議会の協議と言うよりも、大仙市全体で考えていかなければならないものではないか

と考えております。

佐藤会長 　総合体育館というものと、地域体育館について説明をいただきました。

　また、都市計画区域の建ぺい率の関係等により、当初の計画となったということで

あります。市の財政的なこともあり、事業の見直しでもって、大分縮小されたようで

す。

進藤(豊)委員 　今のような話しを踏まえて、大仙市全体の話しになると言うことですが、それは事

務局サイドの話しであって協議会としては、その様な体育館がほしいということで要

望を出してもらいたいと思います。大仙市としては、大きい体育館はない訳です。ま

た、他の地域は体育館があります。今建てるのはここの地域しかありませんから、そ

れで総合体育館をつくるべきではないか。今、予算がないというのであれば地区体育

館でもかまいませんが、将来考えた場合、必要であることは間違ありませんので、仙

北地域にこの様な体育館ができた場合は大曲地区からも大勢の利用者が来ると思いま

す。仙北地域でいいまで体育館を使ってきた人方が、利用者が増えることにより、使

えなくなるなることも、考えられます。サブアリ－ナとして使うこともできますので、

総合体育館としての建設をお願いしたい。同意をえられれば、この場で審議していた

だきたい。それから、総合武道館の建設計画も総合計画の中にあると聞きましたが、

詳しいところまでは解りませんけれども、できれば、その地域に一体となる整備をす
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すめて貰いたい。そうすれば、この地域は活性化につながると思いますし、できれば

誘致をしていただきたいと考えています。

佐藤会長 　ただ今、進藤委員の方から体育館のことは、それはそれとして、もう一つ総合武道

館の建設を誘致できないかと言うことですが、武道館の建設については事務局わかり

ますか。

地域振興課長 　武道館の建設につきましては総合計画の中で出されてございますが、今現在、総合

計画書が各所から提出されている訳ですけれども、それが今検討されている段階でご

ざいます。その検討されているのが結果として１２月中旬に素案として、この協議会

に提出すると言うことになっています。当然見直しもかかってくるものと思いますけ

れども、その段階でご説明申し上げることになろうかと思います。

千葉委員 　この体育館の当初計画とは完全になくなったと言うことですか。

　今の町民体育館とおなじ規模だということですか。

地域振興課長 　旧体育館は正規のバスケットコ－トが１面でしたが、いま計画している体育館は

正規のバスケットコ－トが２面とれる広さということです。

進藤(豊)委員 　２月１０日に最終の体育施設検討委員会をやった訳ですけれども、仙北町の計画

に対しては、最低でもこれ位の規模が出来ると言う説明を受けておりました。２階

の観覧席もついておりましたし、合併後はよりよい体育館を建てるように頑張りま

しょうと言うことだったと思います。逆に縮小されていると言う状況です。

佐藤会長 　と言うことは、当初の計画で建設を行ってもらいたいということか。

進藤(豊)委員 　個人的な考えとしては、まず総合体育館をこの仙北地域に建設してもらいたいと言

うことと、もし現時点で予算措置が難しいとするならば、変更後の体育館でもいいで

すが将来的には本格的な体育館を隣接に建ててもらうような形を作ってもらいたいと

言うことです。

進藤(勇)委員 　すみませんけれども、サブアリ－ナて何だもだしか。

進藤(豊)委員 　サブアリ－ナというのは、本体育館があって、隣りに体を温めたり、練習をしたり

する体育館のことを言うのであって、大きい大会などをやる場合は、その様な小さな

体育館も必要になるわけです。それをサブ体育館と言っています。いまの計画だと小

体育館と言う部類にはいるとおもいますので、仙北地域に本体育館の建設を考えた場

合は立地面からいっても、この地域が一番だと思うので、そのようなことで要望して

いただければなと思います。

熊谷委員 　この会に任命された私たちの仕事だとおもいます。どのように要望していくかどう

かが問われていることだろうと思います。皆さんの力を借りてお願いしましょうよと

言うことだろうと思います。

進藤(豊)委員 　その通りです。

池田委員 　この図面を見れば、当初からかなり縮小されている、要望とすれば当初のようにし

てもらいたいと要望するのか、それはそれとして、総合体育館として要望するのか。

　市へ要望しても財政的に難しいと言うことでこの様な計画になったと思うが、さら

に要望していくのか。
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進藤(豊)委員 　この場所というのは、駐車場なりが整備しやすい状況にあり、大会が開催された場

合でも土日についてはタニタ工場も近いことから十分対応できるものと思います。

　新たに用地を取得するとなれば財政負担も大きくなると思いますので、そのような

面を考えてもこの地域は最高に立地条件としては合っていると思いますので、そのよ

うな面をアピ－ルしていったらいいのではないかと思います。

佐藤会長 　はい、いま進藤委員よりお話がありましたが、総合体育館となると市としての計画

の中でやっていくことになろうかと思います。委員会のほうから総合体育館の要望を

出すのはやぶさかでないと思いますが、ある意味で都市計画の交渉というものを作っ

ていかなければならないと思います。ただこの会は地域に限ったことだと思いますの

で、池田委員が言った現行のままでいいのか、当初の計画でいくのか、どのように位

置付けするのかの議論だと思いますが。

進藤(豊)委員 　私は、この審議会は今の地域のことだけでなくて、大仙市を見据えて仙北地域をど

うするかと言うことを前向きに考えた場合に必要なものは必要であると言うのもこの

審議会の会議に話しをしてもおかしくないと思っていますけれども。

佐藤会長 　われわれが体育館が必要だよということであれば意見の一致はみれると思いますが、

ただ総合体育館をやるかやらないかの議論をここでするのは大きすぎる課題ではない

かと思いますが。

地域振興課長 　会長よろしいでしょうか。

　今、地域協議会の役割についてだろうと思いますけれども、この協議会については

仙北地域に限ったことが原則ではないかと思います。又最初に会議を開催したときに

渡した資料の中に地域協議会についての役割についてはどのようなことがありますか

と言うと、市が処理する地域自治区の区域係る事務、地域内住民と連携強化に関する

事項、地域に係る市の施策に係る事項と言うような形になっています。役割としまし

ては、仙北地域に限ったことというのがこの協議会の役割ではないかと考えておりま

す。当然その部分で大仙市と地域の境が難しいと思いますが、地域のことが全域に広

がると言うこともあろうかと思いますけれども、いずれにしろ地域のことについての

協議会であると言うことだろうと思います。その点を含めて協議をお願いしたいと思

います。

佐藤会長 　ちょっと時間がなくなりましたので、他の議案もありますので、この件については

次回に持ち越すと言うことでいかがでしょうか。

進藤(勇)委員 　協議会の役割は今出された資料を参考に要望するものがあれば要望すると言うこと

だろうと思いますけれども、駐車場についてですが、図面を見れば、かなりの駐車場

の面積だと思うが、実際それほど必要なものなのか、非常に疑問です。

テニスコ－トが今ある訳ですけれども、現在のコ－トは非常に悪い状態です、この機

会に全天候のコ－トにできないのか、是非それを要望したい。

佐藤会長 　時間がないので、今話をしたことを次の会に言っていただけますか。

進藤(勇)委員 はい。

佐藤会長 　それでは次ぎに進んでよろしいですか。では５番の市内スキ－場の小中学生優待乗

車についてお願いします。
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茂木委員 　その前に、９時をめどにと言うことですけれども、もう一つ案件があるので、そち

らを先にやればいかがか。

佐藤会長 　１０分ほど時間を延長したいと思いますのでよろしくお願いします。

　それで、すべての案件を審議したいと思っております。よろしいですか。

　では、進藤委員からどうぞ。

進藤(豊)委員 　これも、地域審議会にそぐわない案件かもしれませんけれども、スキ－シ－ズン始

まろうとしてますけれども、太田地域におきましては、全員がシ－ズン券を発行して

もらってました。合併しまして、大仙市全域で小．中学生に優待券の発行をしてもら

えないかと言うことの要望です。各地域にスキ－場ありますけれども同じ条件で使わ

せてもらいたいという要望です。

佐藤会長 　ただいま、進藤委員のほうから説明がありました。これについて事務局の方から何

かあればお知らせいただきたいと思います。

教育委員会 　これにつきましては、結論からお話いたします。今の進藤委員の声が市長の方に届

仙北分室長 いたようで、全市の小．中学生に対して、シ－ズン券を発行すると言うことで決まっ

たようであります。今１２月の議会に上程されるようですので議決を頂き決定と言う

ことになろうかと思います。仙北地域の小学生３９０人ほど、中学生は３年生はのぞ

かれまして、１．２年生１３０人分にシ－ズン券を発行する予定となっております。

指導員については、リフト券を発行する予定でございます。

佐藤会長 　いまの説明にあった通りでございます。皆さん宜しいですね。

　次に柵の湯の運営委員会についてを議題といたします。

　事務局より説明をお願いします。

地域振興課長 　柵の湯の運営委員会についてでございますが、この運営委員会は旧仙北町からあっ

た委員会で合併後も条例、規則は引き継がれております。委員会の内容については年

に１回の開催で柵の湯に関する予算、決算関係等を説明し、ご意見をいただき柵の湯

の運営に役立てようと言うことで進めて参った会議でございます。委員会のメンバ－

については、いままでは議会の代表及び各種団体の代表をもって組織しておりました。

この地域協議会の中にも何人かは運営委員として出席していただいた方もおります。

合併後についてでございますけれども、地域協議会が設置されたことに伴い、役割と

いたしまして、地域内の施設及び廃止,管理のあり方についても地域協議会としては審

議の対象であるということです。そして、メンバ－についても、重複している部分が

ございますので、今後柵の湯の運営委員会で協議してきたものにつきましては、この

地域協議会の中で審議していただいてもいいのではないかということで柵の湯の運営

につきまして、この協議会で協議をお願いしたと言うことでございます。したがいま

して、柵の湯運営委員会を廃止して、この地域協議会の中で柵の湯の運営について協

議をして頂くと言うことになりますで皆様方のご意見を伺いたいと思います。

佐藤会長 　ただいま、事務局の方から柵の湯の運営委員会について説明がありましたが、いか

がでしょう。

進藤(豊)委員 　柵の湯は前は町直轄だったと思いますけれども、今は、大仙市の本庁の方だと聞い

ておりますが。そうだととすれば、大仙市の運営委員会になるのでは。

地域振興課長 　機構上はそのようになっておりますが、運営、管理については、こちらの方でも関
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与している部分がございます。又仙北地域の公の施設であることは間違いございませ

んし、地域に密着した施設でございますので地域の協議会で行うことは何ら問題ない

と考えております。

佐々木委員 　いままでは、年に何回開催していたのか、それから経営自体まで踏み込むものか。

地域振興課長 　いままでは年に１回の開催でした。また経営についてでございますけれども、それ

については、今までは特別その様な話しはございませんでしたが、経営自体について

も話し合われることは結構だと思います今までは、この様にした方がいいのではない

か、と言うような話しはでてきましたが、そのような意見を参考にし、より良い施設

を目指す会議ということでございます。

熊谷委員 　私は、これに経営と言う言葉があれば辞退しますが、特別に経営という言葉がござ

いませんので、宜しいと思います。運営だとすればよろしいと思います。

佐藤(曻)委員 　運営であればよろしいと思います。

池田(佐)委員 　大仙市の中で直営の温泉施設３カ所ですが、まとめたような委員会があればいいな

と思いますが、これはその地域、地域にあるものですか。

佐藤会長 　今回の件については運営委員会を地域協議会にまかせるということだろうと思いま

すが。だだ南外地域についてはこの様な委員会はあるものですか。

地域振興課長 　この運営委員会というものは、必ず作らなければならないというものではございま

せん。仙北地区では柵の湯が完成したときに、各層からの意見を伺いたいということ

で委員会を設置したものです。南外地域の温泉施設には、このような委員会はないは

ずです。

戸沢委員 　前の運営委員というのは、いろいろな批判を聞いたり、新しいメニュ－を試食した

りして意見をしたりして会議をしていたと言うことです。格別にどうこうというもの

ではありませんが、経営面についてはあまり話はありませんでした。

千葉委員 　お目付役は必要だと思います。ここで会議の内容を論議しても仕方が無いと思いま

す。わたしは、提案については賛成です。

佐藤会長 　柵の湯を良い方向に、又お客様がもっと来ていただけるように、われわれの意見を

反映されることは良いことだと思いますのでどうですか皆さん。

【委員全員賛成】

佐藤会長 　それでは、この案件は承認いたします。

　その他に何かありますか。

佐々木委員 　時間も遅くなってすみませんが、また先の話しをぶり返すようですが、私も千葉委

員の意見と同じで、一つ要望ありますけれども、会長が役場に立った気持ちで会議を

進めているように思います。そうでなく、この会をもっていってもらいたいと思いま

す。第１号提案の一時保育については、非常に大事なことで、発言を締め切らないう

ちに発言をすればよかったですが、新市の政策の中にも、子育て支援の充実と言うよ

うなこともあります。提案者の言っていることも十分解りますので、当局の予算がな

い、施設がたりないとかと言うことで、そうですかと言うことで会を終わってしまっ
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ては会の意味がないと思います。ですから一時保育については市に提起して何らかの

返事を市長からもらうよう皆さん要望しませんか。提案します。

佐藤会長 　今、佐々木委員から提案ございました。市の方に要望すると言うことだと思います

けれども、サ－ビスの向上をお願いすると言うようなことだ提案ありましたけれども、

皆さんいかがですか。

池田(佐)委員 　ただ提案するには裏付けが必要だと思う。何人が利用していて何人が断られたのか

必要だと思うが。

佐藤会長 　さきほどの時は、わたくしデ－タを出してくださいと言いましたが、例えば１００

人が申込みをしてお断りしたのは５人だとか、確率の低い場合はどうだかということ

もあると思います。したがって、そのようなデ－タ－を出して頂いた上で再度検討し

てもよろしいのではないか。いかがですか。次回にデ－タ－をだして頂くということ

でお願いしています。

佐々木委員 　はい、わかりました。

佐藤会長 　長時間にわたりまして大変申しわけありませんでした。

　次回の会議は１２月２１日にしていただきたいとの事務局より申し出がありました

がいかがでしょうか。夜でよろしいでしょうか。議論が白熱すると２時間ではできな

いように思いますが、日中はだめですか。女性の方は夜の方がよろしいということだ

ったんですけれども。

熊谷委員 　その都度決めたらと言う意見でしたけれども、今回たまたま２１日になったことで

すから、あとは夜にするか、日中にするか決めたらどうでしょう。

佐藤会長 　それじゃ挙手でやりますか。

　夜が良いと言う方、挙手をお願いします。

【夜の開催が多数】

佐藤会長 　それじゃ夜といたします。１２月２１日の夜７時といたします。

　それから、冒頭で支所長が５００万円の地域枠についてお話されましたが、協議会

のほうから使い道につて次回の会議までご提案いただくようにしたらいかがでしょう。

【賛成の声】

佐藤会長 　有り難うございました。

　長時間有り難うございました。これで今日の会を終了いたします。

【２１時１５分終了】

－14－



－15－



－16－


